
別紙２（様式1）          研究事業評価調書（平成29年度）     平成30年1月12日作成 

事業区分 経常研究（基盤、応用) 研究期間 平成30年度～平成33年度 評価区分 事前評価 

加工・業務用タマネギと早生水稲の水田輪作栽培技術の開発 研究テーマ名 

 

（副題） 
（タマネギの耕耘同時うね立てマルチ栽培と水稲「なつほのか」の省力安定多収技術の確
立） 

主管の機関・科（研究室）名 研究代表者名 農林技術開発センター作物研究室 古賀潤弥 

＜県総合計画等での位置づけ＞ 

長崎県総合計画チャレンジ2020 
戦略８ 元気で豊かな農林水産業を育てる 
(３）農林業の収益性の向上に向けた生産・流通・販売対策の強化 

新ながさき農林業・農山村活性化

計画 

基本目標 Ⅰ．収益性の向上に向けた生産・流通・販売対策の強化 
Ⅰ－２品目別戦略を支える加工・流通・販売対策 
⑤品目別戦略を支える革新的新技術の開発 

１ 研究の概要(100文字) 

加工・業務用タマネギと早生水稲の水田輪作体系を確立するため、加工・業務用タマネギの耕耘同時うね立

てマルチ栽培による適期定植技術と早生水稲の密苗による省力安定多収技術を開発する。 

研究項目 

①加工・業務用タマネギの耕うん同時うね立てマルチによる適期定植技術の開発 

②耕うん同時うね立てマルチ栽培の現地適応性の検討 

③水稲早生品種「なつほのか」のタマネギ跡省力安定多収技術の開発 

④「なつほのか」の省力栽培技術の現地実証 

２ 研究の必要性 

１） 社会的・経済的背景及びニーズ 

水田農業を支える担い手として集落営農法人など大規模経営体の育成が進められているが、所得向上の

ためには水稲と他品目を組み合わせた水田のフル活用が必要である。本県では需要が拡大している加工

業務用野菜の産地育成を進めており、なかでもタマネギは県下全域で作付面積が増加している。しかし、タ

マネギでは定植の遅れや病害の発生により低収となっており安定生産技術の確立が急務である。さらに、

水田輪作においては加工・業務用タマネギとの組み合わせに適した水稲品種やその栽培法の確立が必要

である。  

 

２） 国、他県、市町、民間での実施の状況または実施の可能性 

タマネギの耕うん同時うね立て栽培は淡路島などでの実績があるが、長崎県と比較して定植準備期間の

降雨が少なく風も強く圃場が乾きやすい条件下で行われたものである。水稲「なつほのか」は鹿児島県でも

栽培されているが、4月に移植する早期栽培での作付けが主である。 

３ 効率性（研究項目と内容・方法） 

研究 

項目 
研究内容・方法 活動指標  

Ｈ 
30 

Ｈ 
31 

Ｈ 
32 

Ｈ 
33 

単位 

目標  １ ３  ３  ２ 
① 

加工・業務用タマネギ 

荒起し・砕土・うね立て・マルチ 1 工程技術の作業

性、収量性、施肥法を検討する 

評価項目
実績     

項 目 

目標  １  １  １  １ 
② 

加工・業務用タマネギ 

現地圃場における作業性、収量性の検討 
現地試験

実績     
ヶ所 

目標  ２  ２  ２  ２ 
③ 

タマネギ跡水稲「なつほのか」 

密苗による密植栽培と 

穂肥窒素の育苗箱全量施肥を検討する 

検討技術 実績     
技 術 

目標    １  １ 
④ 

タマネギ跡水稲「なつほのか」 

栽培技術の現地実証 
現地試験

実績     
ヶ所 



１） 参加研究機関等の役割分担 

作物研究室：水稲「なつほのか」試験 野菜研究室：加工・業務用タマネギ試験 

土壌肥料研究室：土壌中窒素等の調査   

干拓営農部門：加工・業務用タマネギ栽培協力 

農産園芸課技術普及班、県北振興局：現地適応性の検討および普及についての協力 

ヤンマーアグリジャパン株式会社：耕うん同時うね立てマルチ作業機械の検討 

２） 予算 
 

財源 
研究予算 
（千円） 

計 
（千円） 

人件費 
（千円） 研究費 

（千円） 国庫 県債 その他 一財 
全体予算 ３１，４３６ ２５,８３６ ５,６００   ５,６００
30年度 ７,８５９ ６,４５９ １,４００   １,４００
31年度 ７,８５９ ６,４５９ １,４００   １,４００
32年度 ７,８５９ ６,４５９ １,４００   １,４００
33年度 ７,８５９ ６,４５９ １,４００   １,４００

※ 過去の年度は実績、当該年度は現計予算、次年度以降は案 
※ 人件費は職員人件費の見積額 
 

（研究開発の途中で見直した事項） 

 

４ 有効性 

研究 

項目 
成果指標 目標 実績 

Ｈ
30

Ｈ
31

Ｈ
32

Ｈ
33

 得られる成果の補足説明等 

① 
加工・業務用タマネ

ギの適期定植技術 
１技術  ０ ０ ０ １  耕うん同時うね立てマルチ栽培技術 

② 
タマネギ跡水稲省力

安定多収技術 
１技術  ０ ０ ０ １  タマネギ跡「なつほのか」密苗密植技術 

１）従来技術・先行技術と比較した新規性、優位性 

タマネギの耕うん同時うね立てマルチ1工程作業なら短期間に作業ができるため適期定植が可能となり降

雨により作業が進まず、土壌条件も悪い現状の技術より安定多収が期待できる。 

また、水稲「なつほのか」の導入により現状の「ヒノヒカリ」などの中生品種と比べ収穫時期が早くなること

から、より安定したタマネギ栽培が可能となる。 

 

２）成果の普及 

■研究成果の社会・経済への還元シナリオ 

研究当初から農産園芸課技術普及班や振興局の協力を得て現地適応の検討を生産農家とともに行う。機

械作業時には実演会を兼ねた現地検討会も行う。このように研究、普及、生産者が技術の実用化に向けて

同時進行で検討していくことで、開発後はすぐに農家が実践でき、普及できる技術とする。また研究成果は成

果情報で紹介するほか、地区別報告会、新聞、ホームページ等で紹介する。 

 

■研究成果による社会・経済への波及効果の見込み 

・経済効果：加工・業務用タマネギ販売額 ２９．５千万円  

・１経営体の加工・業務用タマネギの作付面積と収量の増        

 

（研究開発の途中で見直した事項） 

 

 



別紙２（様式2）                       研究評価の概要 

種

類 
自己評価 研究評価委員会 

 

 

事 

 

前 

（29年度） 

評価結果 

(総合評価段階：A ) 

・必 要 性：A 

集落営農法人等の収益向上を図るためには、現状の

麦・大豆以外にも新規品目の導入が必要であり、業務

用野菜と水稲の水田輪作体系の確立は必要が高い。

 

 

・効 率 性：A 

普及や生産農家、機械メーカーと協力して研究をすす

めることにより、現地に適応した技術を開発しスムー

ズに普及に移すことができ効率性が高い。 

 

 

・有 効 性：A 

輪作体系の確立によりタマネギの適期定植や水稲の

安定多収栽培が可能となり、収益性の向上が期待で

き有効性が高い。 

 

 

 

・総合評価：Ａ 

本研究の技術確立で加工・業務用タマネギの適期定

植による増収、作付面積拡大と水稲の安定多収が可

能となり集落営農法人等の収益性向上に貢献できる。

 

（29年度） 

評価結果 

(総合評価段階：A ) 

・必 要 性：A 

水田農業の収益向上を図るためには、高度な水田輪

作体系の構築が求められる。水田での加工・業務用タ

マネギ生産を軸とした体系を確立する必要性は高い。

 

・効 率 性：A 

 クリアするべき課題が明確で、センター内の関係研

究室が分野横断的に協力する体制となっており、ま

た、機械メーカーの参画も得られることから、効率性

は高い。 

 

・有 効 性：A 

タマネギの栽培適期を確保するための水稲品種は選

定され、生産農家等とも協力した現地実証も行う計画

となっている。 

タマネギの収量増対策についても検討を深めていた

だきたい。 

 

・総合評価：A 

必要性、効率性、有効性が高く、本課題の計画は概ね

妥当である。加工タマネギに関しては、青果用と比較

して単価が安いことから、収益増の工夫を重ねる必要

がある。 

 対応 対応：適期定植以外の低収要因についても、関係機

関と現地試験に取り組むなかで課題を掘り起こし、増

収対策の検討を深め増収技術開発に取り組んでいく。

 

 

途 

 

中 

（  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

  

・効 率 性 

  

・有 効 性 

 

・総合評価 

（  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

  

・効 率 性 

  

・有 効 性 

 

・総合評価 

 対応 対応 

 

 

事 

 

後 

（  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

  

・効 率 性 

（  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

  

・効 率 性 



  

・有 効 性 

 

・総合評価 

  

・有 効 性 

 

・総合評価 

 対応 対応 

 


